
昭和 56年 3月 20日

会 員 各 位  殿

つ つ じが 丘 自治会

会 長  

第 6固 定 時総会 開催 のお知 らせ

拝啓 早春の候、会員各位におかれましては益々御清栄のこととお慶び申し上げ

ます。

つつじが丘自治会も多数の入居者を新たに迎え益々発展する町として自治会の

果たす役害1も 重要性を増してきました。

つきましては、第 6回定時総会を下記のように開催することとなりましたので、

万障お繰 り合せの上ご出席載 きますようご案内申し上げます。

記

1.園  時  昭和 66年 4月 5日 (日 )午 前 9時 30分～正午まで

2.場  所  鵜沼西町公民館 2階広間

3,議 題  (1)55年 度会務報告承認の件

(2)65年 度決算報告承認の件

(3)56年 度予算案の審議及び承認の件

(41 役員 (会長 1名 、副会長 1名、会計監査 2名 )改選の件

(5)そ の他

なお、準備●都合上、出欠¢別を次頁出欠票にご記入の上、 3月 27澤 ま

でに各議長さんまでご提出下 さい。

また、当日欠糠される方は、委任状 も合せて班長 さえ.ま でご提森下 さい.



昭和 55年 度 自治会会務報 告

赤茶けた空地がやけに目立つ殺風景な私達の街 も、色 とりおり会家が立 ち並び、

その変容ぶ りには目を見張 るものがあります。

55年度当初に予測した通 り、全入構予定戸数の約 3分の 1の入居戸数 |と 当る

400戸 を超える入層が完 」
‐
し、来 るべ き56年度内に もじ0～ 80澤φ入居は

確実とな り、新興翻饉として妙体裁をようやくととのえてまい うました。

入居芦数の増加に伴い、当然の事なが ら新 しい自治会彙も多数遺え入れ,、 私達

が今まで気づかなかった諸種の問題が、そこには提趣 され稔ようになってまい う

ました。

その第 1の間懸点は、自治会員の増加に伴 う、会員間の意思疎通の欠除 (即 ち

会員機の親睦の欠味 )と 新会員 との意識差等による全体の連帯感の弱まり(こ れ

は新興団地 :こ ともすれば起 りがらな現象 )で あります。今までC)組織はお互い顔

を知 り合った者どうしが、こじんま りとまとまって活動して来た ものが、そうで

はなくなって来つ。つある事を意味します。

第 2の F・5題 点は、つつしが丘の人 l_l増加に伴い、市の行政的な位置づけが変化

し、市の行政単位である「 八本曲校下 」としての松ケ丘との統一気運がそれであ

ります。

第 3の問題点は、交通事故、火災を代表 とする不確定要素を含む諸種の災害の

広城イなであります。これに美しては、昨年の梅雨時に異常発生した不快害虫「 ヒ

メヤスデ Jの事件が、その象徴的な出来事であるといえましょう。今までは、住

宅の分布が比較的散漫であった為、個別の間睡 として把握されその中で解決され

ていた間懸が、住宅の密集という地域的な分布、発展に伴い、個別の問題ではな

い、地域的な拡が りを持つ、いわば共通のテーマとしてClp問 題を私達に現実的な

全 く新しい観点で提起しました。

以上 3点の問題に曲しては、今後私達の「 つつじが丘 自治会 」が、自治会活動

を真にl■民 (自治会員 )に 密着した原員J的 な活動として定着、継続させる上で、

避けて選る事の出来ない重要な問題であ り、重要なテ‐―マである事を 55年度の

自治会活動の中で痛感致しました。



第 1、 第 2の 間題点に関しては、 55年度当初にも充分予漂1で きた為、私達は、

自治会規約の一部改正を総会の驚上で も皆様にお計 りし、 自治会組織を一部変更

し、組織の有機的な運用による、 自治会の主体性を保持した活動を目指 lr、 広報

委員会を事務局か ら分離 l′ 、広報部として議立した組織とし′て位置づけ、対げTの

行政窓闘と Lノ ては広報部を通 しての活動をすると伴に、鋼治会内部に接
・では、菰

報区内での広報活動、自治活動をできるよう方向づけをしてまい りました。

しかし́なが ら、理念的な位置づけのみの感はまぬがれず、広報区携の活動に対

する予算的な裏付母欠除と広報活動に曲する意志統一、情宣不足か ら、必ず t夕 も

当初予測していた満足な活動が轟来なかった事は誠に残念であります。

し′かし、その中であって も広報区内での活動の芽 |よ 、「 ヒメヤスデ J事件の貴

重な経験か ら、 55年度後幾に入ってやっと出はじめ、この動きは来年度以降の

活動の方向性と方法いかんによっては大 きく育 ち、私違の自治会活動の源泉と ノヽ

て定着するものとの確信を得ました。

第 3の F●5題 点に関しては、 55年度当初の交通災害に対する道路標識の設置、

現実的な災害に即応できる防護団の再編の模索等を通して対処してまい りました

が、不確定要素である「 ヒメヤスデ事件 」に関しては、全 く予期せぬ出来事で、

事態の重大性に気づいた時に、 自治会 としての具体的な行動が早急に取れず、 ど

う対処 したものかと書慮した ものであ ります。この様な事は、将来 も住宅の密集

とともに、より大 きな危険性を帯びて私達仰前に現実となって親われる事は、予

浪]に かたくないと思われます。その対処の方法を具体的に活動方針仰中へ組入れ

現実的なものとしておく事の必要を痛感 しました。

以上り 3点鈴問題点をふまえ、来年度つつじが丘自治会 としては「 地域に密着

した活動 」を定着させ「 クリーンナップ作戦 」をテーマに、会員相互の親睦を計

ると伴に、それを通し達帯感の高場をし、「 新しい街 _1づ くり、「 新しい
`、

るさ

と 」づくりをする為以下の事を試行致します。

第 1、 第 2の 問題点に鶴しては、会員増加による組織の_5_直 しとして、現在の

4広報区をさらに 1広報区増設し 5広報区とし、新たに競の編成の見直 t′ をし、

将来的な難の配列をも考慮 した新壼態勢を鍵み、班組織を連しての会員闘鈴親臥

連帯感の高揚を計 り、自治会活動への参力1意識の開発をし、広報区内での活動の



充実と有機的な継繊の活動をより緊密にします。その為の具体的な裏付 として来

年度予算で |ま 、各広報鍾の戸数割で二諄活動費を計:上致 しました。これにより広

1「 専ちでの卑主的な活動がまリー言活発 :こ な り、黛治会活第1を す i_|■ の連帯感

わ高場が壽1‐ られる (1の と期待さ1´します。

さらに、封角的な活動 とtプ で :よ 、小・中学績1)PTAは 言 うに■ばず、子供会.

広幸1会 組織 も「 八本 :無 ィ1ヽ 校下 」として統一 され,、 そ1‐しぞれ,「 FL本 :聰 枝TI子供会 _1

「 ム本曇:検 卜連合広峰食 1と 1,｀ご、来年度以降鑢活動す ら事が決定されておりま

す。特に「 A本曲校下違含広報会 Jは 、市の行政単位 としては新たな位置づけと

liり 、より…藤その地域的な活動が講発になる事が予測 されます。

又、今年壼発足した、入本直i校下青少年育成会議 も、広報会Ъ子供会、老大会、

婦人会等の諸懸体の協力によ り、灘試的な拡が りのパイプ役 として位置づけられ、

今後の発展が注鸞されるところであ りましょう。

第 3の間懸点に閲しては、その発生が不確定要素に左右され、あ らかしめの予

蘭が饉難である為、緊急災害 として位徹づ t夕 、それが発生 した時に早急な対処が

自治会として出来るよう、新たに予算的な措置として緊急災害準備金命項目を設

lj、 広城的な災害が発生した場合は、その準備金を支出し、災害に対して早急な

対策が講じられるよう考慮しました。 もちうん、その年度に緊急災害が発生しな

かった場合その準備金は積立金 として繰越し、より大 きな災害に対して も自治会

として対処できるよう準備す る事 とします。

また、今まで懸案事項とされていた空地の満捕が、昨年度興人の協プ3と 不在地

主への呼びかけと運動 して実施 され、予測以上の成果を上げました。この為、来

年度 も春、秋の年 2爆予定さ洋している議地内清掃の時期に合せ、空燿の実化災書

予防を徹底し、「 クリーンナ ップ作戦 :の 簿玉行事とこ/て 位置づ1)を 1ン 、より強

力 :こ 推進する事としヽたします。

発足当初より試行錯誤を繰返しつつ も、自治会の組織的な未来図と真の目的が

やっと見えかけて来たような気がす る懸5年度の活動であ りま tノ た0

また、新 lノ い活動の場として停集会所 も完成し、各醸体の活用 もさることなが

ら、役員会、班長会議等 も決適に行 えるようにな り、その利用状況 も当初の予測

を_L回 るようであ ります。



個々の要求が、地域的な拡が りをもった大きな意志として、私達の ,つ じが丘

自漁会を動かす事は事実であ ります。「 新しい衛に、新しいふるネこ`二j停私達

つつじ寺if魯 治会の11久 f｀ ナー∵は、来年貫は島減密着した静1敏 であ■「 クリ・―

ンナップ年戦 」に象徴されてお ります。こうtノ た者実な活動學積重オ,:|、 会見講

:'lΦ 褻治台議戯′ヽ、命献身的な協力が、今後 も自治食轟麟の源泉であ りL「 斎:し い

■づくりJを より二輔推進する近通であると信してやみませム,=

オ るべ きき0年度の自治会活動の成番の鍵は、余桑講氏 1/‐2掌 中にあ4事 を裁く

慧tい 、自↑き会活動への諸氏の積極的な参加を響に願い、 65年度の会義報告と致

します。

(資 料 )

① 55年度 罵撼J会員数の推移

覇:継::httl

① 36年度つ つ じが 丘 自治 会 組 織 閑
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専 門 委 員 会 報 告

(広 報 委 員 会 )

①  本年度は町情勢に鼠β応 した斬お:的 な試みとして、従前の事務局部局内に位置

づ tす られていた広報委員を、新しく広報委員会として昇格発足して、役員構成を

連合広報会長、広報会長、轟1広報会長等を置き各々の分野において各自の職島を

把握して会鶏を執行することとなりました。

当初新しい試みで もあり、栞1へ全員新任という事で、不覇‖れなこともあ り、必

ず しも会務執行にあって充実を期し得なかった事は壼ない事実でありましたが、

其の後目を重ねるにしたがい他役員との協調、会員相互の研鑽努力により、広報

会長 (薄長委嘱 )職務として市行政事務の連絡等 F鶴 滑な聯務執行をなし、又、地

域住民の切実なる生活に密着 しまこ要望改善等の声を吸収し、市当局 :こ 講願すると

ともに、実施の健進をなし、又、隣接自治会との良好な夷係維持丈謹に機会ある

毎に努力して きたところでありますむ

②  本年 7.15  55各 広 141号   

実状に適応した広報会改編についての通達に基 き、鵜沼連合広報会

氏 )よ り、づつじが丘・ 松ケ丘両広報会は第一連合会より分離 して、校下連合

会 (板称八本曲連合会 )を 創設統合すべ きでないかと痣漁があ りましたので、当

広報会並第一地区連合会 氏 )松 広報会長 と数次に亘り、

分離統合するについての適る、利害、得失又予測される諸問題について討議検討

した結果、何等支障なきもの と確認され、又、肥大化した現況の第一連合会(17

広報区 )の統卒上の圏窮をも勘案して、分離統合して入木 :ム 連合広報会を倉1設す

ることに合意したので、市広報課長を通 じ各務原市長に受諾す る旨報告 し受理さ

れ ました。

これにともない地区連合広報会として対外的な地位 も大 きく優位な体帝1が確立

され、市政に対する発言力 も強大とな り、地域住民の要望改善事項等に対して も

粗略な撮い もなくし真摯な対応が期待 されるものと思料される。

③  来年度当白治会運営の活動基本方針の構想として、既存の 4広報会を 1広報

会増設して 5広報会となし、町割編成をしましたので、各広報会は、自治会長を



擁立して相互に緊密なる連繋協調をなし、市政への参
~mi、

地域発展のため活躍 さ

れ ることを切に庶幾次第であ ります。

以上広報 委員会会務報告とlノ ます。

(環 境 委 員 会 )

春秋年 2回の臨地内清掃、毎月の公園清掃は、多く鍛会員の皆様の参加を得て

すすめてまいる事が出来ました。

6、 7月 頃にかけまして、当麹地内の空地雑革中に不快害虫 ヒメヤスデが異常

発生し、家屋に侵入する事態がおき、会員の皆様より何 らかの手をうっていただ

きたいとの要望があ り、的除対策として、害虫駆除方法国覧、薬斉1斡施、草歯I機

購入、広報区毎に空麹雑車のメJ取 り溝婦を行いました。又、秋の轟地内清掃期 :ξ

は、第二i種会員C〉 皆様に空地雑草の刈取 り清掃に協力しても`ただくよう、要講文

書を郵送致 しました。その結果は、議[薇壼1着 数 294蒲 で 2011P_面 チ)の 生地雑

車刈取 り清掃が済まされてお り、 68.3%の達成率でした。その性、電話、手紙

等での問合せ もあり、非常に協力的な反響でした.

環境委員会には、毎月の班長会議を通じてゴミの収集問題、野良大、犬の放 tノ

鋼い、大の糞の問題等生活環境問題が常にだされてきますが、回覧文書での注意

喚起や、ゴミ集積場の増設 3ケ 所、 3、 9月 にかけてはゴ ミ集積場の鉾疫薬剤で

の消毒、当団地内に住宅を建設される業者に、安全で住みよい環境維持のための

事項 を警告書で喚越するなど、少しで も生活環境を良くするために努力してまい

うました。

疑、空地の美化 (溝撮、除奪 )定靭的に行 う。害虫、雑車 (毒革 )ゴ ミ等、不

快要因の徹底除去等今後取 くむべ き環境諸問題が、数多く残されてお ります。

良好な生活環境の保全は、会員の皆様ひとり春とり鍛意気込みにかか ってくる

と思います。「 新しい町づくり Jの為一層の御参加、御協力をお願い致します。

(防 災 委 員 会 )

「 明るい街、安全な衛、つつじが丘 Jを 澤標にして春、秋の消火郵1練 、時災P

It映画会、 119と 市民のふれあい広場等を通 じて、初期消火の重要性を学び、



消火ホース 2基の増設あるい |ま 、訓1練前に消火設備の点検をして、防火意識の向

上に務めて来まし,た 。

団地内支線道路の進人口に速度帝

`限

標識と 2丁 霞、 4丁 目に一三停止標識を設

置すると共に、婦人会の協力による交通安全講演会を実施 し,て 来ました。

又、 8丁 椰南堆の街路贅Tの 設置を含め計 28基の衡路灯が設置され、明るい衡、

安全な衛作 りに務めてまい りました。

今後の課題としまして、防災活動を身近な ものにして、いつで も、誰れもが防

災設備を使用出来る、自主防災組織の展開.

交通対策の面では、広報会、PTA、 子供会、婦人会等 との協同歩調をとり、

一体 と成った安全対策を関係方面に働 きかけが必要と思います。

今年度 も大 きな災害、事故 もなく、無事逓 こFす 事が出来ましたの も、会員の皆

様方の努力が有って停事と存 じ、委員一口御礼申し上げ るとともに、

「 明るい衛、安全な街、つつしが丘 Jを 目ざして、皆様方の一層の鶴協力をお願

い致します。

(文化体育委員会 )

つつじが丘白治会会員間の親睦と近隣自治会の勢係を強化する目的で、本年度

は、 5月 lr_「 ハイキング」、 8月 に「 盆踊り大会 J、 10月 に「 八本山校下大運

動会 」を行いまし′た。

5月 の「 ハイキング」は、八本曲周囲の東海道自然歩道の散策を、例年の春の

球技大会がグランドの都合で嶽来なかったこともあり、初の試みでしたが会員各

位の御理解 も得て、 100名 余の参 lJE者が家族そろって楽しい一日を過ごしまし

た。

8月 には、恒例の「 盆踊 り大会 Jを 、 2日 、 3日 の両日のべ 500余 名の参加

を得て盛大に行 うことが l島 来ました。盆 n71り も腫Iを 重ね るにつれ、参加された人

人の中にも踊 り上手の方々が多勢み られたようです。特に 3日 は小雨で決行しま

したが、最後には、前日にも増す多数の参加者があり、中央公園狭しと感じさせ

る程でした。

10月 の「 八本曲校下大運動会 」は、準備の段階で松 ケ丘自治会と細部の調整



に手間取 り、準備の遅れが気になりましノたが、両自治会、会量各位のど議力によ

り、のべ参加者 も1000名 を越え、例年にも増して盛大に開催出来ました。

以上の行事を通して、日的のかな りの部分は満足出来たと思いますが、大きな

1つの行事に追われ、新 し,い活動に目を.向 けられなかったことが反省点と|し てあ

げ られます。しかし、皆が結束し、ひとつの事に当れば、そこに相互信頼感が生

まれ、「 ふれあい 1́の輪は拡がるものであると確信しました。

今後は、こうした行事 も八本山校下単位として、松ケ丘自治会 との連繋のもと

に輪を拡げ、ひとつひとつ成功 させ ることと、今期達成出来なかった同好会など

の積極的育成をi通 じて、地域tF民間の信頼強化を轟標にしたい ものです。

最後に、皆様方のど理解とご協力に対して、おネしを申し上げると共に、今後 も

自治会の潤滑剤 としてのこういった活動への参加、ご協力をお願いして報告とさ

せて載 きます。



55年度  活 動 機 況

周 団 地 内 活 動 渉 外 活 動

4
第 5回定時総会 (6日 ) 広報会長会議 (19日 )

区長会会議  (29日 )

6

ハイキング大会 (18日 )

集会所植樹

速度告1限標議設置

防犯 ll」点検

鵜沼IIm区 防犯組合総会 (1 l II)

6
春季団地 iAJ清掃、防火訓練 (8日 )

防災地図作成

7

ヒメヤスデ駆除対策

動力草メJ機購入 3台
薬剤斡施、空地雑革刈取 り

防犯灯設置 5基

ヒメヤスデ団地内異状発生に伴い

市より実態調査 (10日 )

市民清掃の日―大安寺り||(13日 )

8
盆踊 り大会 (203日 )

ゴ ミ集積場消毒

9
ゴ ミ集積場消毒

交通安全講演会

市へ上池堤防除草要請 (10日 )

敬老のつ どい    (17日 )

10

八本山校下大運動会 (5日 )

不在地主へ空地清掃の要請文書

送付       (27日 )

防犯灯設置 20基
ゴ ミ集積場新設 7丁 目 2カ所 (6日 )

秋季団地内清掃、防火訓練 (9日 )

自主防災PR映画会   (29日 )

鵜沼西町火見稽建設協力 (5日 )

市民清掃の日―大安寺l11(16日 )

，

“

防犯文J修理

消火ホース設置 2基  4・ 5丁目

1
芝刈機購入 2台
防犯灯設置 8丁 目

野犬の駆除要講 (7日 )

2 各公園への植樹

3

ゴ ミ集積場新設 5丁目 1カ 所

119・ T無 民・ふれあい広場

防犯灯点検修理



昭和 55年度 会 計 決 算 報 告

(基 金 の 部 )

科 目 金 額 備 考

昭和 54年度基金残高 9,1861713 55年 2月 1日 現在

昭和 55年 度増 加 介 320,000
ム
●II 計 9,505,71 3 56年 3月 10日 現在

(収 入 の 部 )

科 目 当 初 見 込 額 収 入 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 3r。 6,365 356,365

自 治 会 費 2,160,000 2.22■ 000 0500X4454爾

自 治 会 入 会 金 80,000 F。 2,000 @1,000× 52/1

自 治 会 基 金 利 息 417.000 576.000 金銭信託よ り

広 報 会 長 報 酬 150,000 163,650

広 報 紙 配 布 手 数 料 324,000 346,950

公 園 清 掃 報 酬 220,000 220,000

雑 収 入 50、 700 55.462 消1貞、 権

ノゝ
口 計 3,7 64,065 3,99■427

(支 出 の 部 )

科 目 予 算 額 支 出 額 備 考

自 治 会 総 会 費 50,000 33,200 タイプt紙代

衛 路 灯 電 気 料 金 830,000 647.724 修理 含む

事 務 局 閲 係 費 8201000 831,504

(事  務  費 ) 70,0011 74,330 事務用品代

(交 通 通 信 費) 50,000 20.820 2種会 餞踊信義藤

工盤 轟_購 入 費) 600,000 621、 675 ファックス、薔l鱗に―ター亀

(予 備 費 ) 100,000 114.679 会議費

__壺墨二【≧二重愛_墾_選主_菫 200,000 18亀 686 光熱気 TEL代他

広 報 活 動 費 168.000 168,0

(活  動  費 ) 48,000 48,000 広報会長:交通通信輩

(助  成   金 ) 12‐ Q,000 120.000 子供負 老人念 婦人会

環 境 対 策 費 320,000 288,950

(清 掃 対 策 費) 40,000 86,700 ゴミ

'ミ

子供ジ
ー 代他

(清掃題具購入費 ) 1201000 96,370 芝刈機他



科 目 予 算 額 支 議 額 備 考

(織 化 対 策 費 ) 160.000 lБ 5.880 饉 会 議 籠 ハ 圏 糖 麟

防 災 対 策 費 330,000 318,980

(隣 災 行 事 費 〕 26.000 32.280 防】R細 負 消防 署 鶴 ネ[,

(交通安全対策費) 130,000 112,700 道路標議設置他

(消 火器具備品費 ) 174,000 174,000 消火器具 2セ ット

文 イL体 育 費 600,000 580,763

(盆 踊 り大会費用 ) 320,000 315.295 数物 、備品他

(運 動 会 費 用 ) 230,000 215,468 賞品、備品他

(春 季 体 育 大 会 ) 30.000 30,000 宝さがし富晶他

(剛 繹 会 動 成 金 ) 20.009 20.000 り‐
7卜  書 マッヾ レー

地 域 社 会 交 際 費 100,000 100.000 青少年育成会議他

集 会 所 増 築 準 備金 100,000 l l1 0.000 定顛 預金

予 鋪 費 246,065 300.500 書虫対策 革大1機他

合
上
―

〓

ロ́ 3,7 64,065 3,55■ 237

55年 度 収 支 残 高

以上、昭和 55年度会計決算報告に誤 りのないことを証明致します。

会 計 監 査

会 計 監 査

収 入 総 額 支 畠 総 額 残 (56年度繰越 )

3,99■ 427 3,5571237 4401190



56年度  予  算  (案)

(収 入 の 部 )

科 動 金 額 備 考

前
1年

度 繰 越 金 40,190

自 治 会 費 2,556,00 0
@500門 X425戸 X12ケ月

55年度平均は 371戸

自 治 会 入 会 金 50,000 @1,090鍵 ×50戸

自治 会 基 金利 患. 600,909 三井金銭信託より

広 報 会 長 報 酬 179,250
均等割  12,000X4 餞 48,000
世帯割   150X425=63,750

″     150)く 450=6驚 500

広報紙配布手数料 398,750
450円X425戸=191,250

450門X450戸鶏 202,500

公 轟 構 掃 220,000 市よいの年間報酬

雑 収 入 58,500 美 t′ い町づくり報償金、他

計
ム
,■1 4,497,690



(支 出 の 部 )

科 目 金 額 備 考

自 治 会 総 会 費 50,000 昭和 56年度分

衛路 灯電 気料金 810,000 補修費、増設分見込み

事 務 局 閲 係 費

事  務  費

交 通 通 信 費

備 品 購 ス、費

予  鶴  費

470,000

80,000

50,O t1 0

240,000

100,000

印刷、事務用品、会議費他

2種会員通信、交通費

題地図、座布団他

集 会 所 運 営 費 250,000 光熱費、倉庫改修費、火災保険料

広 報 活 動 費

活  動  費

助  成  金

793,000

573,000

220,000

広報区単位活動費、広報会長活動費

子供会、老人会、婦人会

環 境 対 策 費

清 掃 対 策 費

清掃用具購入費

緑 化 対 策 費

530,000

50,000

320,000

160,000

ゴミ袋 (大掃除、公園清掃用)他

草刈機  6台、用具補充

植 r‐il、 花檀、肥料

防 災 対 策 費

防 災 行 事 費

交通安全対策費

消火器具備品費

265,000

15,000

50,000

200,000

消防署謝礼他

ステッカー他

消火栓 2基増設

文 化 体 育 費

盆 踊 り 費 用

運 動 会 費 用

春 季 体 育 大 会

同 好 会 助 成金

580,000

250,000

250,000

40,000

20,000

飲物、備品、他

賞品、備品、他

賞轟、備品、他

ソフト、,「子バレー

地 域 社 会 交 際 費 150,000 青少年育成会議、他

集会所増築 準備 100.00'0

緊急災害時 準備金 200,000

予 備 費 319,690

■
―

一〓
，合 4,49■ 690
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